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対象事業所名 しずおか焼津信用金庫

代表者 理事長 田形 和幸

所在地 静岡県静岡市葵区相生町1番1号

従業者数 950名 （令和７年３月現在）

環境管理責任者 経営企画部 部長 三浦 泰伸

担当者 経営企画部 担当 田中 絢子

連絡先 ＴＥＬ ０５４－２４７－１１７２

FAX ０５４－２４８－２４２８

https://www.shizuokayaizu-shinkin.co.jp

E-mail：kikaku@shizuokayaizu-shinkin.co.jp

３．事業活動の内容

金融業

昭和 ６年 １月

昭和２６年１０月

平成２１年 ３月

平成２５年 ２月

平成２９年 ４月

令和 元年 ７月

５．事業の規模（各年度３月３１日現在）

活動規模 単位 令和4年度 令和5年度 令和６年度

預金量 百万円 1,792,033 1,830,588 1,849,012

経常利益 百万円 3,244 3,628 3,247

従業者数 人 1,048 978 ９５０

床面積 ㎡ 48,363 49,611 50,569

事業年度：毎年４月１日から翌年３月末日まで
（従業員者数は全役職員及びパート、派遣含む。）

組織の概要

産業組合法による有限責任静岡市信用組合設立

信用金庫法の施行に伴い改組、静岡信用金庫に商号変更

エコアクション２１認証・登録（本部・本店）取得

エコアクション２１認証・登録（本部・本店および全支店に拡大）

一般財団法人 しずしん地域文化振興財団設立

焼津信用金庫との合併に伴い、しずおか焼津信用金庫に商号変更
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４．沿革

２．環境管理責任者氏名及び担当者連絡先

１．事業所名及び代表者氏名



⑤部門担当者（ CSR推進責任者・CSRリーダー）
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④部門管理者（部長・室長・支店長）

③環境管理責任者
（経営企画部 部長 三浦 泰伸）

①統括責任者
（理事長 田形 和幸）

②内部監査

（監査部・経営企画部）

⑥事務局
（経営企画部 田中 絢子）

６．エコアクション２１推進組織

理事長は実施体制における、各自の役割・責任及び権限を以下の通り定める。

①統括責任者（理事長）

・環境経営システムの構築、環境経営マニュアルの制定並びに見直し

・環境管理責任者の任命

・環境経営方針・環境経営目標の決定並びに見直し

・環境経営計画の承認

・環境経営システムの構築・運用・維持に必要な経営資源の準備（人材・設備・資金等）

・緊急事態発生時の統括

②内部監査

・監査部及び経営企画部で実施

・内部監査チェックシート及びヒヤリング等でチェック

・報告書を作成

③環境管理責任者

・環境経営システムを確立し、実施・維持管理を継続的に運用

・環境経営方針、環境経営目標、環境経営計画の立案

・環境経営計画の推進状況把握と理事長への報告

・該当環境関連法規等の把握と管理

・環境経営システムに関する規定類の整備

・環境関連教育、訓練の計画策定と統括

・緊急事態発生時の対応実施と報告

・問題点発生に対する是正及び予防措置の対応指導

・理事長による環境経営システムの見直しのための情報を提供

④部門管理者（部室店長）

・環境経営計画推進にあたり必要とする資源の準備

・環境経営計画の推進、運営管理・監視

・該当環境関連法規等の遵守状況把握

・緊急事態及び問題点が発生した場合、その処置と是正並びに予防処置の実施と報告

⑤部門担当者（CSR推進責任者・ＣＳＲリーダー）

・記録測定、管理

・環境教育・訓練の実施

⑥事務局

・更新審査・中間審査など、申請に係る事務手続き

・環境経営レポートの作成、データ収集と分析

・環境活動の啓発

・環境教育訓練計画の企画・教育資料の作成、配布、掲示

・活動内容、取組結果の周知・公表など
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店番 店 舗 名 郵便番号 所 在 地 電 話 番 号

001 追手町支店 420-0853 静岡市葵区追手町3番11号 （054）252-1151

002 安西支店 420-0011 静岡市葵区安西3丁目41番地 （054）252-2195

003 駅南支店 422-8067 静岡市駿河区南町3番5号 （054）285-0137

004 長谷支店 420-0866 静岡市葵区西草深町36番1号 （054）245-2438

005 新富支店 420-0075 静岡市葵区五番町8番地4 （054）252-3195

006 清水支店 424-0821 静岡市清水区相生町5番5号 （054）352-1288

008 駒形支店 420-0042 静岡市葵区駒形通2丁目6番2号 （054）254-2491

009 興津支店 424-0204 静岡市清水区興津中町274番地 （054）369-0174

012 石田支店 422-8042 静岡市駿河区石田1丁目1番46号 （054）286-0181

013 小鹿支店 422-8021 静岡市駿河区小鹿2丁目1番17号 （054）286-0381

014 丸子支店 421-0103 静岡市駿河区丸子3丁目6番9号 （054）259-5161

015 籠上支店 420-0873 静岡市葵区籠上9番13号 （054）271-3611

016 吉原支店 417-0058 富士市永田北町6番18号 （0545）51-0915

017 藤枝支店 426-0067 藤枝市前島2丁目29番12号 （054）635-0831

018 八千代支店 424-0946 静岡市清水区八千代町10番24号 （054）352-4151

020
竜南支店 420-0841 静岡市葵区上足洗3丁目12番16号 （054）247-0212

竜南支店麻機出張所 420-0961 静岡市葵区北1丁目10番6号 （054）247-2662

021
瀬名支店 420-0913 静岡市葵区瀬名川2丁目32番5号 （054）262-8925

瀬名支店西奈出張所 420-0911 静岡市葵区瀬名6丁目8番2号 （054）262-7511

022 押切支店 424-0008 静岡市清水区押切1448番地 （054）348-6201

023 富士支店 416-0944 富士市横割3丁目8番16号 （0545）63-1171

024
高松支店 422-8036 静岡市駿河区敷地1丁目15番19号 （054）237-5911

高松支店登呂出張所 422-8033 静岡市駿河区登呂4丁目3番6号 （054）283-9711

025 松富支店 420-0943 静岡市葵区上伝馬19番52号 （054）273-2150

026 小黒支店 422-8072 静岡市駿河区小黒3丁目11番31号 （054）283-2781

028 本店営業部 420-0838 静岡市葵区相生町１番１号 （054）247-1152

029 古庄支店 420-0812 静岡市葵区古庄3丁目15番53号 （054）263-7261

030 焼津支店 425-0035 焼津市東小川2丁目11番地の22 （054）627-8686

033 長田南支店 421-0115 静岡市駿河区みずほ3丁目1番地の3 （054）257-1225

036 西脇支店 422-8044 静岡市駿河区西脇306番地 （054）284-3380

037
羽鳥支店 421-1215 静岡市葵区山崎1丁目28番地の5 （054）278-5661

羽鳥支店美和出張所 421-2114 静岡市葵区安倍口新田135番地22 （054）296-6220

038 御門台支店 424-0884 静岡市清水区草薙一里山4番1号 （054）348-0001

042 道原支店 425-0064 焼津市三和1342 （054）623-3751

043 東新田支店 421-0112 静岡市駿河区東新田3丁目4番1号 （054）257-1500

045 藤枝水守支店 426-0005 藤枝市水守１丁目19番37号 （054）646-3900

令和７年9月1日現在

店舗等一覧１ (※インターネット支店を除く) 
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店番 店 舗 名 郵便番号 所 在 地 電 話 番 号

101
まるせい営業部 425-0027 焼津市栄町3丁目5番14号 （054）628-8171

まるせい営業部中央出張所 425-0022 焼津市本町4丁目10番28号 （054）628-3151

103 小川支店 425-0031 焼津市小川新町3丁目1番25号 （054）628-3168

104 石津支店 425-0041 焼津市下小田中町31番地の6 （054）624-2101

105
藤枝中央支店 426-0018 藤枝市本町2丁目2番33号 （054）641-0700

藤枝中央支店田中出張所 426-0016 藤枝市郡1131番地の1 （054）645-0100

106 藤枝上支店 426-0025 藤枝市藤枝2丁目5番43号 （054）641-0720

107
藤枝駅支店 426-0037 藤枝市青木2丁目35番25号 （054）641-1450

藤枝駅支店志太出張所 426-0071 藤枝市志太4丁目1番5号 （054）644-4131

108 岡部支店 421-1121 藤枝市岡部町岡部6番地の27 （054）667-0125

110
静岡南支店 422-8047 静岡市駿河区中村町6番地の1 （054）282-2251

静岡南支店新川出張所 422-8064 静岡市駿河区新川2丁目8番14号 （054）282-3711

111 焼津西支店 425-0036 焼津市西小川1丁目12番地の7 （054）627-0178

113 羽鳥西支店 421-1215 静岡市葵区羽鳥4丁目4番15号 （054）278-1131

114 焼津北支店 425-0028 焼津市駅北3丁目12番10号 （054）629-1551

118 大富支店 425-0045 焼津市東祢宜島15番地の2 （054）623-0111

119 大井川支店 421-0218 焼津市下江留650番地の1 （054）622-3511

120 豊田支店 425-0076 焼津市小屋敷342番地の1 （054）629-1120

121 さかなセンター支店 425-0091 焼津市八楠4丁目13番地の11 （054）628-5141

122 高洲支店 426-0041 藤枝市高柳4丁目16番12号 （054）635-6111

123 榛原支店 421-0421 牧之原市細江3706番地の1 （0548）22-5481

124 吉田支店 421-0301 榛原郡吉田町住吉185番地 （0548）32-8311

126 いかるみ支店 426-0015 藤枝市五十海4丁目18番8号 （054）645-1611

129 大住支店 425-0046 焼津市三右衛門新田632番地の1 （054）623-6600

131 島田支店 427-0029 島田市日之出町6番の3 （0547）37-1311

静岡本部 420-0838 静岡市葵区相生町１番１号 （054）247-1151

焼津本部 425-8501 焼津市五ヶ堀之内987 （054）629-1117

静岡相談プラザ 420-0839 静岡市葵区鷹匠3丁目23番6号 （054）270-8011

クラブハウス 430-0911 静岡市葵区瀬名1丁目22番地1

令和７年9月1日現在

店舗等一覧２ (※インターネット支店を除く) 
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※店番１１０新川出張所は、店舗新築建替えにより静岡南支店内に仮店舗移転中



しずおか焼津信用金庫は、

経営理念に掲げる「地域社会との共栄」を実現するために、

国連が提唱する持続能な開発目標（ＳＤＧｓ）に取組み、

総合金融サービス業としてのソリューションを提供し、

地域の持続可能な社会の実現と地域の明るい未来に貢献してまいります。

７．ＳＤＧｓ宣言

当金庫では、経営理念に掲げる「地域社会との共栄」を実現するために、国連が提唱する持続可能な開発目標

（ＳＤＧs）に取組んでいます。

しずおか焼津信用金庫SDGs宣言の内容
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環境経営方針
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基準年

R１年度 R２年度 R3年度 R４年度 R５年度 R６年度

基準値 -0.5% -1.0% -1.5% -2.0% -2.5%

2,267,497 2,256,160 2,244,822 2,233,485 2,222,147 2,210,810

基準値 -0.5% -1.0% -1.5% -2.0% -2.5%

4,799,434 4,775,437 4,751,440 4,727,442 4,703,445 4,679,448

基準値 -0.1% -0.2% -0.3% -0.4% -0.5%

17,832 17,814 17,796 17,779 17,761 17,743

基準値 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

3.8 3.8 3.8 3.8 3.8 3.8

基準値 -0.5% -1.0% -1.5% -2.0% -2.5%

79,481 79,084 78,686 78,289 77,891 77,494

基準値 -0.5% -1.0% -1.5% -2.0% -2.5%

85.54 85.11 84.68 84.26 83.83 83.40

基準値 -0.2% -0.4% -0.6% -0.8% -1.0%

30.36 30.30 30.24 30.18 30.12 30.06

基準値 -0.5% -1.0% -1.5% -2.0% -2.5%

14,621 14,548 14,475 14,402 14,329 14,255

　環境関連商品の販売

　SDGs関連商品の販売

脱炭素化支援

環境保全活動の実施

クール・ビズ、ウォーム・ビズの実施

事務効率化 　各種事務の見直し　

　環境関連商品の推進

　お客様に脱炭素化に向けた支援

（６）しずおか焼津信用金庫独自の取組み

　職員の地域清掃活動、谷津山再生活動の定期的実施

　定期的実施（夏季５月～１０月、冬季１１月～３月）　

環境教育の実施
　定期的実施（全従業者への啓発活動、職員による清掃実施）

　地域・取引先に対する環境教育活動　

　SDGｓ関連商品の取扱および推進活動

　環境に配慮した紙や

物品の積極的使用

　環境に配慮した紙の使用

　リサイクルトイレットペーパーの使用

　文具類のグリーン購入推進

　環境配慮型車両への切り替え

　リサイクル封筒の使用

（５）自らが販売・提供する商品及びサービスに関する環境配慮

（４）グリーン購入の実施

環境目標項目
環 境 目 標 値

（１）二酸化炭素排出削減
（省エネルギー）

（単位：kg-CO2）

電力消費量の削減

（単位：kWh）

都市ガス使用量の削減

(単位：立方メートル)

液化石油ガス（LPG）

使用量の削減

（単位：立方メートル）

ガソリン使用量の削減

（単位：リットル）

 （２）コピー用紙使用量・可燃ゴミ排出量削減

コピー用紙使用量削減

(単位：トン)

可燃ゴミの排出削減

(単位：トン)

（３）水使用量削減　（節水）
　　　（単位：立方メートル）

＊電力会社別排出係数は、中部電力0.426kg-CO2/kWhを使用している(2019年度基準)

１．環境経営目標

環境経営目標
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基準年

R６年度 R７年度 R８年度 R９年度 R１０年度 R１１年度

基準値 -0.3% -0.6% -0.9% -1.2% -1.5%

1,643,335 1,638,405 1,633,475 1,628,545 1,623,615 1,618,685

基準値 -0.3% -0.6% -0.9% -1.2% -1.5%

3,452,651 3,442,293 3,431,935 3,421,577 3,411,219 3,400,861

基準値 -0.1% -0.2% -0.3% -0.4% -0.5%

12,464 12,452 12,439 12,427 12,414 12,402

基準値 -0.3% -0.6% -0.9% -1.2% -1.5%

70,192 69,981 69,771 69,560 69,350 69,139

基準値 -0.3% -0.6% -0.9% -1.2% -1.5%

72.25 72.03 71.82 71.60 71.38 71.17

基準値 -0.2% -0.4% -0.6% -0.8% -1.0%

24.8 24.75 24.70 24.65 24.60 24.55

基準値 -0.3% -0.6% -0.9% -1.2% -1.5%

7,443 7,421 7,398 7,376 7,354 7,331

基準値 -0.3% -0.6% -0.9% -1.2% -1.5%

12,408 12,371 12,334 12,296 12,259 12,222

　環境関連商品の販売

　SDGs関連商品の販売

脱炭素化支援

環境保全活動の実施

クール・ビズ、ウォーム・ビズの実施

事務効率化

　環境に配慮した紙や
物品の積極的使用

　ペーパーレス化の実施

　リサイクルトイレットペーパーの使用

　文具類のグリーン購入推進

　環境配慮型車両への切り替え

　リサイクル封筒の使用

（５）自らが販売・提供する商品及びサービスに関する環境配慮

　各種事務の見直し　

　環境関連商品の推進

　お客様に脱炭素化に向けた支援

（６）しずおか焼津信用金庫独自の取組み

　職員の地域清掃活動、谷津山再生活動の定期的実施

　定期的実施（夏季５月～１０月、冬季１１月～３月）　

環境教育の実施
　定期的実施（全従業者への啓発活動、職員による清掃実施）

　地域・取引先に対する環境教育活動　

　SDGｓ関連商品の取扱および推進活動

（４）グリーン購入の実施

環境目標項目
環 境 目 標 値

（１）二酸化炭素排出削減
（省エネルギー）

（単位：kg-CO2）

電力消費量の削減
（単位：kWh）

都市ガス使用量の削減
(単位：立方メートル)

ガソリン使用量の削減
（単位：リットル）

 （２）コピー用紙使用量・廃棄物排出量削減

コピー用紙使用量削減
(単位：トン)

可燃ゴミの排出削減
(単位：トン)

（３）水使用量削減　（節水）
　　　（単位：立方メートル）

産業廃棄物の排出削減
(単位：トン)

＊電力会社別排出係数は、中部電力0.42１kg-CO2/kWhを使用している(20２４年度基準)

２．次年度以降の環境経営目標
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１．環境経営目標の実績

＊電力会社別排出係数（kg-CO2/kWh）は、中部電力0.426(2019年度基準)

環境経営目標項目
基準年 環 境 経 営 目 標 値 ・ 実 績 値

令和元年度 令和６年度

（１）二酸化炭素排出削減
(省エネルギー) 単位:kg-CO2

目標値 基準値 2,210,810 -2.5%

実績値 2,267,497 1,643,335 （-27.5%）

電力消費量の削減
（単位：kWh）

目標値 基準値 4,679,448 -2.5%

実績値 4,799,434 3,452,651 （-28.1%）

都市ガス使用量の削減
（単位：立方メートル）

目標値 基準値 17,743 -0.5%

実績値 17,832 12,464 （-30.1%）

液化石油ガス（ＬＰＧ）
使用量の削減

（単位：立方メートル）

目標値 基準値 3.8 0.0%

実績値 3.8 0 （-100%）

ガソリン使用量の削減
（単位：リットル）

目標値 基準値 77,494 -2.5%

実績値 79,481 70,192 （-11.7%）

（２）コピー用紙使用量及び可燃ゴミ排出量削減

コピー用紙使用量削減
（単位：トン）

目標値 基準値 83.40 -2.5%

実績値 85.54 72.25 (-15.5%)

可燃ゴミの排出削減
（単位：トン）

目標値 基準値 30.06 -1.0%

実績値 30.36 24.80 （-18.3%）

（３）水使用量削減（節水）

水使用量の削減
（単位：立方メートル）

目標値 基準値 14,255 -2.5%

実績値 14,621 12,408 （-15.1%）

（４）グリーン購入の実施

環境に配慮した紙等の
積極的な使用
【内容】

①環境に配慮した紙やインクの使用
②リサイクルトイレットペーパーの使用
③環境配慮型車両への切り替え

④リサイクル封筒の使用

実績① FSC認証紙を使用
FSC認証紙 使用なし

庫内報をデータ配布に変更し、
ペーパーレス化を図った

実績② 3,672個 4,560個

実績③ 13台 ２４台

実績④
角2封筒、角3封筒
現金封筒全3種

角2封筒、角3封筒

（５）自らが販売・提供する商品及びサービスに関する環境配慮

環境関連商品の販売

内容 2商品販売 ３商品販売

実績

カーライフプラン・エコ
29件 58,630千円
リフォームプラン・エコ
34件 75,590千円

リフォームプラン・エコ 3件 3,440千円
SDGｓセレクトローン 5件 73,000千円

SLL ５件 322,500千円

（６）しずおか焼津信用金庫独自の取組み

環境保全活動の実施

内容 谷津山再生活動の定期的実施、地域清掃活動の実施

実績

谷津山再生活動
４回実施

計７８名参加

谷津山再生活動
3回実施 計117名参加

地域清掃活動
426名参加

地域清掃活動
雨天中止により実施できなかった

クール・ビズ、
ウォーム・ビズの実施

内容 定期的実施

実績
5/1-10/31
11/1-3/31

5/1-10/31
11/1-3/31

環境教育の実施 実績
・環境イベント実施
・庫内報にて実施

・環境イベント実施
・庫内報にて実施

環境経営目標に対する実績
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【評価基準】 ◎目標値以上 ○目標達成（同程度） △目標値未満

※表の数値については月別の集計となっているため、計算上の都合（四捨五入）により、９ページの実績表と数値が若干異なる場合があります。

１．二酸化炭素排出量の削減

単位：kｗh

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 計

基 準 年 度 416,415 360,544 346,095 403,239 462,914 470,776 446,919 371,709 337,992 396,438 405,724 380,669 4,799,434

R ６ 年 度 262,364 212,502 235,502 288,513 393,082 357,905 305,885 249,717 241,276 305,545 317,626 282,733 3,452,651

目 標 値 比 -37.0% -41.1% -32.0% -28.5% -15.1% -24.0% -31.6% -32.8% -28.6% -22.9% -21.7% -25.7% -28.1%

②電気使用量

令和６年度実績

二酸化炭素排出量は、本部棟の「静岡Ｇｒｅｅｎでんき」

への切替や店舗建替等による太陽光発電の設置により、

電気消費量が目標値を大きく下回り目標達成となった。

評価

◎
今後の対応策

電気・ガス・ガソリン各項目の使用量削減について、

従業者への意識付けを徹底する。

また、新店舗への太陽光発電設備の設置等により、

再生可能エネルギーによる電力使用を進めていく。

【静岡Greenでんきの使用】
（静岡本部棟）

年間約760,000ｋｗｈの電気を
「静岡Greenでんき」へ切替えました。

静岡県内に立地する各水系（大井川・天竜川・富士川・安倍川）に

ある水力発電所の再生可能エネルギー由来の環境価値を活用

した、静岡県産のCO2排出ゼロの

電気「静岡Greenでんき」を使用し、

カーボンニュートラルに努めています。

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 計

基 準 年 度 6,232 6,202 6,597 6,564 7,026 6,806 6,884 6,927 7,300 6,493 6,208 6,243 79,481

R ６ 年 度 5,965 5,484 5,953 5,922 6,846 6,303 5,774 5,274 6,369 5,529 5,010 5,764 70,192

目 標 値 比 -4.3% -11.6% -9.8% -9.8% -2.6% -7.4% -16.1% -23.9% -12.8% -14.8% -19.3% -7.7% -11.7%

③ガソリン使用量 単位：リットル

①二酸化炭素排出量

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 計

基 準 年 度 193,094 168,436 164,891 190,287 218,534 220,827 209,290 174,769 163,751 188,064 194,763 180,792 2,267,497

R ６ 年 度 125,903 102,679 114,412 137,440 184,190 167,754 143,360 117,838 117,907 145,338 150,131 136,381 1,643,335

目 標 値 比 -34.8% -39.0% -30.6% -27.8% -15.7% -24.0% -31.5% -32.6% -28.0% -22.7% -22.9% -24.6% -27.5%

（１）環境経営目標（二酸化炭素排出量の削減）に対する実績

単位：ｋｇ-CO２h

環境経営目標及び環境経営計画に対する結果と評価
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（２）環境経営計画（ 二酸化炭素排出量の削減 ）に対する評価

取組目標 活動項目 推進部門 推進方法 評価

1
電力消費量の

削減

1 エアコンの温度設定管理

経営企画部
総務部
人事部
営業部店

クール・ビズ実施期間（28℃設定）

ウォーム・ビズ実施期間（20℃設定）
○

2 照明類の消灯徹底
蛍光灯間引き
野立て看板・15時以降ロビー消灯

○

3 不在時の消灯・設備の停止
節電推進ステッカー貼付
ＣＳＲリーダーによる定期チェック

○

4 ＡＴＭの稼働時間短縮 店舗内ATMの平日稼働時間短縮 ○

5
ＯＡ機器・ＰＣ・ＡＴＭの省エネ
稼働

各種電化製品の省エネモード設定 ○

6
エアコンフィルターの定期
清掃実施

定期清掃の実施 ○

7 空調使用時間の徹底 管理の徹底（本部建物は18時以降使用停止） ○

8 定時終了日の徹底 管理の徹底 ○

9 グリーン電気の使用
太陽光発電設備等を活用し、CO2フリー電
気を使用

○

トイレの暖房便座の管理徹底 6～9月電源オフ ○

2
ガソリン

使用量の削減

1 急発進・急加速の禁止

経営企画部
総務部
営業部店

エコドライブ推進ステッカー貼付

エコドライブの推進啓蒙

既存車両を低燃費車両に切り替え

（リース契約更新時）

○

2 アイドリングストップの励行 ○

3 不要な荷物は積まない ○

4 低燃費車両の導入 ○

3
店舗設計に
よる削減

1 環境配慮型店舗の拡大 総務部
熱交換塗料、LED、太陽光発電、
ガラスフィルム等の導入

○

④ガス使用量 単位：㎥

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 計

基 準 年 度 574 210 996 1,518 2,329 2,077 1,357 162 1,310 1,905 3,481 1,916 17,836

R ６ 年 度 745 228 674 1,036 1,306 1,136 550 218 719 1,794 2,216 1,842 12,464

目 標 値 比 29.7% 8.4% -32.3% -31.8% -43.9% -45.3% -59.5% 34.5% -45.1% -5.8% -36.3% -3.9% -30.1%

※原則通年実施 （１-１については、クール・ビズ期間（5-10月）、ウォーム・ビズ 期間(11-3月)においてそれぞれ実施）
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（１）環境経営目標（コピー用紙使用量及び可燃ゴミ排出量削減）に対する実績

２．コピー用紙使用量及び可燃ゴミ排出量削減

令和６年度実績

役職員向けポータルサイトの活用や各種システム化、会議体

資料の電子化等の努力により目標達成した。また可燃ゴミに

ついてもリサイクルできるものはリサイクル処理する等の工夫

により目標達成となった。

評価

◎
対応策

コピー用紙使用量については、スキャナーの活用や融資稟議

システム等によるデータでのやり取りを中心とし、引き続き削

減を図っていく。可燃ゴミについては、ゴミの分別を引き続き

行っていく。

【会議でのタブレット使用】

一部の会議において、タブレットを利用し、コピー

用紙使用削減に努めています。

①コピー用紙使用量 単位：トン

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 計

基 準 年 度 7.070 7.260 6.515 7.013 6.855 7.730 7.153 7.530 7.410 6.628 7.545 6.835 85.54

R ６ 年 度 6.605 6.430 5.220 6.553 6.633 5.850 6.320 5.255 4.910 5.923 5.640 6.913 72.25

目 標 値 比 -6.6% -11.4% -19.9% -6.6% -3.2% -24.3% -11.6% -30.2% -33.7% -10.6% -25.2% 1.1% -15.5%

②可燃ゴミ排出量

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 計

基 準 年 度 3.06 2.08 2.45 3.19 2.35 2.31 3.18 2.19 2.48 2.53 2.25 2.31 30.36

R ６ 年 度 2.58 2.32 2.20 2.30 2.51 2.26 1.97 1.84 1.91 1.83 1.52 1.58 24.80

目 標 値 比 -15.7% 11.5% -10.2% -27.9% 6.6% -2.5% -37.9% -15.8% -23.0% -27.7% -32.4% -31.5% -18.3%

単位：トン
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単位：立方メートル

令和６年度実績

職員一人一人が節水を心がけ、目標達成できた。

評価

◎
対応策

引き続き職員への意識付けを徹底する。

（１）環境経営目標（水使用量の削減）に対する実績

３．水使用量の削減

取組目標 活動項目 推進部門 推進方法 評価

1 水使用量の削減 1 節水意識の醸成
総務部
営業部店

節水推進ステッカーの貼付 ○

（２）環境経営計画（水使用量の削減）に対する評価

取組目標 活動項目 推進部門 推進方法 評価

1
コピー用紙
使用量削減

1 コピー用紙の両面使用

総務部
営業部店

部長会資料の電子化（ペーパーレス化）

会議体資料等の両面使用

各種書式の電子化（ペーパーレス化）

スキャナー導入

○

2 コピー機のミスプリント防止 ○

3 シュレッダーごみの再資源化 ○

4 会議資料のペーパーレス化 ○

2
可燃ゴミの
排出削減

1 余分な排出の見直し
経営企画部
営業部店

昼食等残飯の排出量削減
ゴミの分別

○

（２）環境経営計画（コピー用紙使用量及び可燃ゴミ排出量削減）に対する評価

【職員への意識づけ】

※通年実施

※通年実施

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 計

基 準 年 度 1,392 926 1,571 1,038 1,384 1,111 1,462 866 1,306 1,087 1,402 1,077 14,621

R ６ 年 度 706 1,287 729 1,303 687 1,405 670 1,308 700 1,393 795 1,425 12,408

目 標 値 比 -49.27% 38.95% -53.61% 25.62% -50.35% 26.42% -54.16% 51.04% -46.39% 28.24% -43.30% 32.26% -15.13%

①水道使用量
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【電気自動車の使用】

電気自動車を５台所有。

（令和６年度は１台追加しました。）

本部敷地内に充電スポットも設置しました。

本部社用車として利用し、排気ガス削減に努めています。

【役職員向けポータルサイトの活用】

令和６年度より、役職員向けポータルサイトを

活用しています。報告業務や、紙媒体で発行してい

た庫内報等を、サイト内に掲載することで紙の使用

の削減に努めています。

令和６年度の実績

・環境配慮型自動車の使用。

令和６年度も電気自動車を１台購入し、５台所有。

・今年度は以前まで使用していた環境に配慮した紙（FSC認

証紙）の利用はなかったが、紙面配布していた庫内報を役

職員向けポータルサイトへの掲載に切替する等、一部の紙

媒体の発行を廃止した。

・リサイクルトイレットペーパーを使用

（シュレッダー屑や新聞紙をリサイクル）

・古幣再生封筒（リサイクル封筒）の使用

達成状況

○
評価と今後の対応策

電気自動車の導入や環境配慮型自動車への切替が進み、

脱炭素社会に向けて取組みを一層進めています。

今後はDX化の推進により、紙媒体の発行を更に減らし

ていくよう努めます。

取組目標 活動項目 推進部門 推進方法 評価

1
環境に配慮
した物品等の
購入・使用

１
リサイクルトイレットペーパーの
使用

経営企画部
各部店にて回収したシュレッダー屑、古紙類
をトイレットペーパーに交換

○

２ 環境配慮型車両への切り替え
総務部
営業部店

ハイブリッド車、低燃費車、電気自動車等の低
公害車（バイク含む）の導入

○

４．グリーン購入の実施

（２）環境経営計画（クリーン購入の実施）に対する実績

（１）環境経営目標（グリーン購入の実施）に対する実績

【新店舗建設に地域木材を活用】

静岡市内の森林において、森の保護や

育成のために伐採された木材、「オクシズ材」を店舗建設

に活用しています。

地域材を使用することは、ウッドマイルズ（輸送過程の二

酸化炭素排出量）の削減にも繋がります。

※通年実施
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長田南支店のロビーの天井に、

オクシズ材を使用しています♪

また、令和６年度に新築リニューアル

した西脇支店と美和出張所は、100％

オクシズ材を使用した木造店舗です。

5｜環境経営目標及び環境経営計画に対する結果と評価



リフォームプラン・エコ

SDGsセレクトローン

令和６年度の実績

・消費者ローン「リフォームプラン・エコ」3件 3,440千円

・SDGｓセレクトローン ５件 73,000千円
・ＳＬＬ（ｻｽﾃｨﾅﾋﾞﾘﾃｨ・ﾘﾝｸ・ﾛｰﾝ） ５件 322,500千円
・地域脱炭素融資促進利子補給制度利用 実績なし
・脱炭素支援（鈴与商事㈱・e-dash㈱へ紹介） １件
・ＧＸ推進保証（保証協会）の利用 ２件 110,000千円

達成状況

○
評価と今後の対応策

令和６年度より鈴与商事㈱に加えてe-dash㈱と連

携して取引先企業へのカーボンニュートラル・脱炭素

に関する支援を開始しました。 また新たにＳＬＬ（ｻｽﾃｨ

ﾅﾋﾞﾘﾃｨ・ﾘﾝｸ・ﾛｰﾝ）の取扱いを開始し、脱炭素経営に積

極的な企業への支援を推進しています。今後も各所と

連携し、取引先中小企業への支援の強化に取組んで

いきます。

保証協会と連携して、SDGｓに

積極的に取組む中小企業を対象

とした融資商品です。

企業がSDGｓに取組むためのサ

ポートもしています。

太陽光システムの導入等に対

して優遇金利を適用し、環境

に配慮した住居のリフォーム

を推進しています。

５．自らが販売・提供する商品及びサービスに関する環境配慮

取組目標4 活動項目 推進部門 推進方法 評価

1
環境配慮型商品

の販売
1 環境関連商品の推進 業務統括部 消費者ローンの推進（環境配慮型商品） ○

2
SDGｓ関連商品

の販売
1 SDGｓ関連商品の推進 業務統括部

SDGs関連商品の取扱および推進活動
（商品チラシ活用による顧客へのPR）

〇

3 脱炭素化支援 1 お客様の脱炭素化に向けた支援
お客様サポート

部
二酸化炭素排出量の可視化支援等 ○

4 アプリバンキング 1 通帳レスの推進 経営戦略室 アプリバンキングの利用推進 〇

（１）環境経営目標（自らが販売・提供する商品およびサービスに関する環境配慮）に対する実績

（２）環境経営計画（自らが販売・提供する商品およびサービスに関する環境配慮）に対する実績
※通年実施

令和５年１０月より当金庫のアプリ

バンキングがリリースされました。

窓口までいかず、各種事務手続きを

行えるようになりました。

また紙の通帳の代わりにアプリバン

キングを利用いただくことで、通帳

レスの推進を図り紙資源の消費を減

らしています。
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【アプリバンキングの推進】

5｜環境経営目標及び環境経営計画に対する結果と評価

【取引先企業への脱炭素に関する支援】

▲令和６年度より新たに、SLL（サスティナビリティー・

リンク・ローン）の取扱いを開始しました。CO2排出

量に応じて金利優遇を設定した商品です。

企業のCO2排出量を可視化し、客観的

データに基づいた方法でCO2削減に取

組むことが可能になります。

▲鈴与商事㈱やe-dash㈱と連携して、

取引先企業のカーボンニュートラル・

脱炭素に関する支援を行っています。



令和６年度の実績

【環境保全活動の実施】
・谷津山再生活動年３回実施
・海岸清掃（クリーン作戦）実施 R６年度は雨天により中止
・行政と連携して、省エネ効果の期待できる地域の伝統的
衣装（「魚河岸シャツ」や「恵シャツ」）を着用して勤務

【環境教育の実施】
・脱炭素推進に関する講座の実施
・職員におけるDX人材の育成
・庫内報で、エコアクション２１やSDGｓ、カーボンニュート
ラルの特集を組んで活動や取組みを紹介
・職員向けSDGｓ啓蒙ポスター、顧客向けSDGｓ啓蒙ポス
ターの掲示
【事務効率化】
・改善提案制度を運用し、誰でも改善案を提案できる
体制を構築
・BPR（ビジネス・プロセス・リエンジニアリング）ワーキン
ググループを発足し、既存業務の簡素化、排除、集中化、
統一化、ルール変更により業務の効率化や省力化を検証
・DX認定を取得し、デジタルによるビジネス変革を推進

達成状況

◎
評価と今後の対応策

環境保全活動については、今年度も多くの職員が参加し、

活動を通して地域の環境課題について考えるきっかけとな

りました。また、当活動は職員同士のコミュニケーションや

交流の場としても活用されています。

環境教育については、職員の知識や意識の向上を図るた

め、研修の実施や庫内報等での周知によって環境に対する

意識を高めていきます。今後は、各部店の管理者とＣＳＲ

リーダーが率先して日常的に環境活動に取組むことで、職

員のみならず、地域全体で環境意識を向上させていく。

【環境保全活動の実施】

▲谷津山再生活動を年３回実施し、約１００名の役職員がボラン

ティアとして参加しました。

▲夏季期間（7/22～8/30）に一部店舗で、焼津市が企画する

「魚河岸スタイル」に参画し、夏場の省エネ効果が期待できる

「焼津魚河岸シャツ」と「大井川の恵シャツ」を着用して勤務しま

した。

【環境教育の実施】

取組目標 活動項目 推進部門 推進方法 評価

1
環境保全活動

の実施

1 谷津山再生活動の実施
経営企画部

整備活動（4月・５月・10月） 〇

2 清掃活動 海岸・地域清掃活動（10月） 〇

2
クール・ビズ、
ウォーム・ビズ
の実施

1
従業者の服装を軽装にする
設定温度の管理

総務部

人事部
クール・ビズ、ウォーム・ビズの実施 ○

3
環境教育の
実施

1 全従業者への啓発活動
経営企画部

総務部

人事部

管理者への教育（定期的に実施）
従業者への教育（庫内報を活用して随時実施）

○

2
地域・取引先に対する
環境教育活動

当金庫HP
イベント等を通じた環境情報発信や地元の
活動支援など（通年実施）

○

4 事務効率化 1 各種事務の見直し 事務部 事務削減による効率化（通年実施） ○

６． しずおか焼津信用金庫独自の取組み

（１）環境経営目標（しずおか焼津信用金庫独自の取組み）に対する実績

（２）環境経営計画（しずおか焼津信用金庫独自の取組み）に対する実績 ※取組時期は活動項目ごと異なる
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5｜環境経営目標及び環境経営計画に対する結果と評価

「令和6年度脱炭素社会実現に向

けた地域金融機関の環境経営支

援人材養成モデル事業」における

職員向け研修会を開催しました。

（一財）持続性推進機構の方を

講師に招き、事業者の環境経営

に関する講義やグルーワークを

通して脱炭素についての知識を

深めました。



１. しずおか未来の森サポーター「谷津山再生活動」への取組み

「谷津山」は静岡市中心市街地に位置し、本店近隣にある里山です。

近年放置竹林が広がり、災害等危険の伴う里山となっています。当金庫では定期的に整備活動を実施する

ことにより、市民の憩いの場、子供達の環境教育の場として再生し、未来に残すことを目指しています。

しずおか未来の森サポーター

静岡県との協定締結により活動中

（平成22年10月締結～現在)

静岡県内の森づくり活動を行う企業・団体です。

v

― 年間活動内容 ― 

たけのこ堀を実施します。
大きく育つ前に、たくさ
ん堀り、整備します。

若竹の伐採や下草刈り、
作業路の整備をします。

夏場に大きく育った
竹の伐採、他木々の
枝切りをします。

谷津山での活動は、
「やつやま友の会」と一緒に、地域の方の

協力のもと実施しています。

その他の谷津山に関する活動

平成２６年５月、谷津山案内看板を
清水山公園に設置しました。

金庫創立80周年を記念して、谷津山の
活動エリアに80本のモミジを植えました。
今では綺麗な紅葉が楽しめます。

本店ディスプレイや、子ども向けイベントで、
谷津山再生活動について紹介をしています。
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３. カーボンニュートラルへの取組み

６｜しずおか焼津信用金庫のSDGｓへの取組み

当金庫はカーボンニュートラルへの取組方針を定め、「金庫のカーボンニュートラル」

「取引先顧客・地域のカーボンニュートラル」「気候変動への対応」の三つの分野に分けて取組みを推進しています。

① CO2排出量可視化プラットフォームのサービス開始

② カーボンニュートラルに関連したエネルギーシステム及び設置工事

③ DXに関連した商品・サービスの導入

❶ 当金庫における取組みを実施し、政府方針に準じて、2030年度までに2013年度対比の二酸化炭素

排出量（※Scope1、2)を４６％以上削減し、2050年度までにカーボンニュートラルを達成します。

❷ 取引先顧客及び地域に対して、カーボンニュートラルに向けた支援を実践します。

※ Scope1：燃料燃焼による直接排出、 Scope２：外部購入した電気などの間接的な排出

● 気候変動イニシアチブへの参加・賛同を表明

● 「静岡Greenでんき」を導入

当金庫の主な取組み

● 鈴与商事㈱及びe-dash㈱との間で取引先企業のカーボンニュートラル・DX化推進の支援を
目的としたビジネスマッチング契約を締結

気候変動に積極的に取組む企業や自治体、団体、NGOなどが集まり情報発信や意見

交換をするネットワークです。

本部棟に静岡県内に立地する各水系にある水力発電の再生可能エネルギー由来の

環境価値を活用し、静岡県産CO2排出ゼロの電気として中部電力ミライズ㈱が提供

するサービスです。

この導入により、当金庫が排出する年間CO2の約１７％（約335ｔ）を削減します。

● その他
営業車として電気自動車を5台導入。
2021年には、静岡市・焼津市・藤枝市へ電
気自動車を寄贈し、活用いただいています。

※2050年までに二酸化炭素などの温室効果ガスの排出を全体としてゼロにし、脱炭素社会の実現を目指すこと。

排出されるCO2 吸収するCO2

カーボンニュー トラルへの取組方針
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一部店舗をクーリングシェルターとして開放。
気候変動適応法に基づく指定暑熱避難施設
に係る協定を焼津市・藤枝市と締結しました。



地域の子供たちに地場産品への関心を高めてもらうと同時に、子供たちの

感性を活かした地場産業の活性化と、将来の地場産業を担う人づくり支援活動として、『しずおか「夢」デザイン

コンテスト』を開催しています。

静岡市内の小学生（3年生～６年生）を対象とし、「あったらいいな！こんな地場産品」をテーマに毎年募集して

います。第2３回目では、70校より3,620点の応募がありました。

実行委員会 会長賞
静岡ユネスコ協会

会長賞
公益財団法人静岡産業
振興協会 理事長賞

静岡市長賞
一般財団法人しずしん地域
文化振興財団理事長賞

しずまえチェス しずおかパレット 石げた
茶そばを食べよう
富士山漆器

うなぎけんだま

実行委員会 会長賞

ぐるぐる空中ブランコ

実行委員会 会長賞

富士ごま

静岡特産工業協会 会長賞

竹千筋細工
かどっちょ洋服かけ

静岡市教育長賞

日本のお風ろにみちびくよ トイレの兵隊

しずおか焼津信用金庫
理事長賞

４. しずおか「夢」デザインコンテストの開催

６｜しずおか焼津信用金庫のSDGｓへの取組み

当金庫職員が地場産業を支える

職人たちの物づくりの現場を取材

し、地場産品が出来るまでの工程

を分かりやすく紹介した本です。

静岡市教育委員会に毎年寄贈し、

地場産業の学習教材として利用さ

れています。

デザインが形になるまで

● 第2３回しずおか「夢」デザインコンテスト2025 入賞作品

しずおか特産品解体新書
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５. その他の取組み

SDGs絵本の寄贈

静岡市・焼津市・藤枝市・

島田市・富士市内の子どもたち

に、ＳＤＧｓを楽しく学んでもら

いたいという想いから、「ＳＤＧｓ

シール絵本」を当金庫グループから寄贈しました。

富士山静岡交響楽団コンサート
へ、静岡市・焼津市・藤枝市・島
田市内の吹奏楽部に所属する
中学生をご招待
地域の芸術文化の発展のため、毎年富士山

静岡交響楽団コンサートへ協賛しています。

また、子ども達の情操教育の一環として４

００名の学生をコンサートへ招待し、プロの演

奏を楽しんでもらいました。

福祉施設や病院等の計６施設に対して、役

職員及びグループ会社から集めた古タオル

約1,800枚を寄贈しました。寄贈した古タオ

ルは、ウエス（使い捨てのふきん）として施設

内で活用していただきます。

古タオルの寄贈

健康経営優良法人202５

ホワイト500の認定取得

日本健康会議より「健康経営優良法人202５（大規模法人部門（ホ

ワイト500））」に認定されました。当金庫では２０２０年から健康経

営優良法人に認定されておりますが、全国で同優良法人の内、上位

５００社を認定する「ホワイト５００」に認定されました。

経済産業省

『ＤＸ認定』取得

経済産業省の『ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）認定事業者』に

認定されました。経営ビジョン、戦略（体制構築や環境整備）、戦略達成

状況に係る指標の決定、ガバナンスシステムを明確にし、デジタルによっ

てビジネスを変革する準備が整っていることが評価されました。

金融相談リモート窓口「たねココFIRST」の設置

藤枝市との間で「藤枝駅南拠点（当金庫藤枝ＡＴＭコーナー）を活用した地方創生の推進

に係る相互協力及び連携に関する協定書」を締結しました。本協定の一環として、当金庫

藤枝ＡＴＭコーナーに設置された『金融相談リモート窓口「たねココFIRST」』は、お客様の

各種相談・届出に対し、リモートシステムを活用することで非対面にて対応する窓口です。

●職員向け環境教育の取組み 職員向け定期刊行物や研修用動画にて、当金庫の環境活動への取組みを紹介し、職員へ周知しています。

●各種認定取得

●各種寄贈

●その他

▼公式ロゴマーク
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（１）二酸化炭素排出量の削減
※原則通年実施 （１-１については、クール・ビズ期間（5-10月）、ウォーム・ビズ期間(11-3月)においてそれぞれ実施）

取組目標 活動項目 推進部門 推進方法

1
電力消費量の

削減

1 エアコンの温度設定管理

経営企画部
総務部
人事部
営業部店

クール・ビズ実施期間（28℃設定) 
ウォーム・ビズ実施期間（20℃設定）

2 照明類の消灯徹底 蛍光灯間引き、15時以降ロビー消灯

3 不在時の消灯・設備の停止 節電推進ステッカー貼付・ＣＳＲリーダーによる定期チェック

4
ＡＴＭの稼働時間短縮
一部店舗の昼休業の実施

店舗内ATMの平日稼働時間短縮
一部店舗の昼休業の実施

5 ＯＡ機器・ＰＣ・ＡＴＭの省エネ稼働 各種電化製品の省エネモード設定

6 エアコンフィルターの定期清掃実施 定期清掃の実施

7 空調使用時間の徹底 管理の徹底（本部建物は18時使用停止）

8 定時終了日の徹底 管理の徹底（定時終了日：毎週水曜日）

9 グリーン電力の使用 太陽光発電設備等を活用し、ＣＯ2フリー電気を使用

10 トイレの暖房便座の管理徹底 6～9月電源オフ

2
ガソリン使用量の

削減

1 急発進・急加速の禁止

経営企画部
営業部店

エコドライブ推進ステッカー貼付・エコドライブの推進啓蒙

既存車両を低燃費車両に切り替え（リース契約更新時）
2 アイドリングストップの励行

3 不要な荷物は積まない

4 低燃費車両の導入

3 店舗設計による削減 1 環境配慮型店舗の拡大 総務部 熱交換塗料、LED、太陽光発電、ガラスフィルム等の導入

(２)廃棄物排出量の削減 ※通年実施

取組目標 活動項目 推進部門 推進方法

1 コピー用紙使用量削減

1 コピー用紙の両面使用

経営企画部
総務部
事務部
営業部店

常務会資料、部長会資料の電子化(ペーパーレス化）

会議体資料等の両面使用

各種書式の電子化(ペーパーレス化)

スキャナーの導入

2 コピー機のミスプリント防止

3 シュレッダーごみの再資源化

4 会議資料のペーパレス化

2 可燃ゴミの排出削減 1 余分な排出の見直し
経営企画部
営業部店

昼食等残飯の排出量削減
ゴミを分別する

（３）排水量の削減 ※通年実施

取組目標 活動項目 推進部門 推進方法

1 上水使用量の削減 1 節水意識の醸成
総務部
営業部店

節水推進ステッカーの貼付（通年実施）
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（４）グリーン購入の推進 ※通年実施

取組目標 活動項目 推進部門 推進方法

1
環境に配慮した
物品等の購入・

使用

1 リサイクルトイレットペーパーの使用 経営企画部
各部店にて回収したシュレッダー屑、古紙類をトイレット
ペーパーに交換

2 環境配慮型車両への切り替え
総務部
営業部店

ハイブリッド車、低燃費車、電気自動車等の低公害車
（バイク含む）の導入

（５）自らが販売・提供する商品及びサービスに関する環境配慮 ※通年実施

取組目標 活動項目 推進部門 推進方法

1
環境配慮型商品の

販売
1 環境関連商品の推進

お客様
サポート部

消費者ローンの推進（環境配慮型商品）

2
ＳＤＧｓ関連商品の

販売
1 ＳＤＧｓ関連商品の推進 業務統括部

ＳＤＧｓ関連商品の取扱および推進活動
（商品チラシ使用による顧客へのPR）

3 脱炭素化支援 1 お客様の脱炭素化に向けた支援
お客様

サポート部
二酸化炭素排出量の可視化支援等

4
アプリバンキング

の活用
１ 通帳レスの推進 経営戦略室 アプリバンキングの利用推進

（６）しずおか焼津信用金庫独自の取組み ※取組時期は活動項目ごと異なる

取組目標 活動項目 推進部門 推進方法

1
環境保全活動の

実施

1 谷津山再生活動の実施

経営企画部

整備活動（4月・5月・10月）

2 清掃活動 海岸・地域の清掃活動（10月）

2
クールビズ、
ウォームビズの

実施
1

従業者の服装を軽装する
設定温度の管理

総務部
人事部

クールビズ、ウォームビズの実施

3 環境教育の実施

1 全従業者への啓発活動
経営企画部
人事部

管理者への教育（定期的に実施）・従業者への教育
（庫内報を活用して随時実施）

2 地域・取引先に対する環境活動支援
当金庫HP イベント等を通じた環境情報発信や地元の
活動支援など（通年実施）

4 事務効率化 1 各種事務の見直し 本部各部 事務削減による効率化（通年実施）
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１．環境関連法規等の遵守状況

当金庫に適用される環境関連法規等の遵守状況を確認した結果、違反なし。

環境管理責任者
三浦 泰伸

（令和７年９月確認）

法規等の名称 適 用 内 容 備考（規制基準値、その他）
遵守
状況

廃棄物処理法

収集運搬業者及び処分業者の委託契約 契約書、業者の許可証

○

マニフェストの管理 A・B2・Ｄ・Ｅ票の保管

委託契約書の管理 永久保管

マニフェストの保管 期間：5年間

マニフェスト交付等状況の報告 4月1日～6月30日

水銀使用の管理（蛍光管の適正処理） 蛍光管の処分委託会社の許可書確認

静岡市産業廃棄物の
適正な処理に関する

条例

産業廃棄物管理責任者の選任 特別管理産業廃棄物管理責任者 青島淳

○
産業廃棄物委託契約業者の現地確認 年1回実施し、記録を5年間保存

騒音規制法

・特定施設からの騒音に関する規制基準の
遵守及び施設の届出

・騒音に係る特定施設設置届
（第三種地域、第二種地域）

【特定施設】
・送風機 6台
内訳…7.5kW 2台、11kW 3台、18.5kW

1台
・圧縮機 12台
内訳…15.5kW 12台

○

振動規制法

・特定施設からの振動に関する規制基準
の遵守及び施設の届出
・振動に係る特定施設設置届
（第１種地域の２、第二種地域の１）

【特定施設】
水冷チリングユニット 45kW
水冷パッケージエアコン 7.5kW

○

家電リサイクル法

対象機器（家電商品）を排出する場合、対象
機器の再商品化等が確実に実施されるよ
う小売業者等に適切に引き渡し、収集・再
商品化等に関する料金の支払いをする。

エアコン・冷蔵庫・洗濯機・テレビなど ○

自動車リサイクル法
使用済となった自動車は取引業者へ引渡
す。

・リサイクル費用は資金管理法人に預託
・リース会社への協力と監督 ○

消 防 法

防火管理者を定め、防火対象物について消
防計画を作成するなど、防火管理に必要な
措置を講じ、法令の遵守を徹底する。

・消防用設備の設置・維持等
・火災の予防

○
地下タンク貯蔵所（緊急時発電用の重油保
管）等の定期点検を実施する。

・危険物製造所等設置許可（静岡市）
・少量危険物貯蔵届出（消防署）

フロン排出抑制法

第１種特定製品（業務用冷凍空調機器）の廃
棄については、登録された第１種フロン類
回収業者に引渡す。

・回収依頼書の写しと引取証明書を3年間保存

○
フロンの漏洩点検
（第１種特定製品の業務用エアコン）

・7.5kwh以上50kwh未満は定期点検
・全業務用エアコンの3ヵ月に1度の簡易点検

浄化槽法 合併浄化槽の保守点検と水質検査
・保守点検 年4回
・水質検査・清掃 年1回 ○

２．訴訟等の有無
関係機関からの指摘、利害関係者からの訴訟について過去３年間なし。

３．該当環境関連法規・条例の見直しについて
年１回の見直しをする。但し、早急に対応が必要な場合は、その都度改定する。
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活 動 期 間 作成者（環境管理責任者）

令和5年４月～令和6年３月 経営企画部 部長 三浦 泰伸

見
直
し
関
連
情
報

項 目
確認の有無

（必要に応じて評価・コメント記載）

1 エコアクション２１文書 確認済

2 環境経営目標及び目標達成状況 確認済

3 環境経営計画及び取組実施状況 確認済

4 環境関連法要求一覧及び遵守状況 確認済

5 外部コミュニケーション・対応記録 確認済

6 問題点の是正・予防措置の実施状況
内部監査の指摘内容について、必要に応じ是正処置
を行った。（今回指摘事項なし）

7 取引先、業界、関係行政機関その他の外部動向
国連が提唱するＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）につい
て、環境保全活動との関連付けを行い、取組みの活
性化を図っている。

8 その他

全体評価・コメント

（環境経営システムの有効性、

環境への取組の適切性等）

環境経営目標項目「（１）二酸化炭素排出削減」は、本部棟にCO2排出量ゼロ
の静岡Green電気を導入したことや、店舗建替による太陽光の設置がより一
層進み、二酸化炭素排出量使用量を大きく削減でき目標達成となった。
「（２）コピー用紙使用量・可燃ゴミ排出量削減」は、会議資料の電子化や申請書
類のシステム化等の効果により目標達成となった。可燃ゴミ・水道使用量につ
いても目標達成となり、概ね良好な結果となった。
令和６年度は役職員向けポータルサイトを新たにリリースし、業務の効率化や
庫内報や報告書類のペーパーレス化の推進を図った。
またアプリバンキングを活用してお客様への利便性向上や、通帳レスの推進も
図った。今後は、地域金融機関として脱炭素に向けた取組みを強化し、自金庫の
排出量の削減、顧客の排出量削減に向けた支援をおこなっていく。

評 価 者

代
表
者
に
よ
る
全
体
評
価
・見
直
し
指
示

見直し項目 変更の必要性 「有」の場合の指示事項等

1 環境経営方針 有・無

2 環境経営目標・計画 有・無

3 環境経営計画・取組項目 有・無

4 環境に関する組織 有・無

5 その他のシステム要素 有・無

6 その他（外部への対応） 有・無
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統括責任者
田形 和幸


